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史
料
紹
介
〕

カ

ヴ

ア

ー

ス

ヴ

ァ

文
書
に

つ

い

て

安

部

悦

生

l

本
小

塙
で

紹
介
し

与
つ

と

す

る

カ

グ
ア

ー

ス

プ
ァ

文

書
t

F
e

C
y
サ

胃
･

邑
p

勺
P

勺
e

記

ほ
､

従
来

､

タ

ロ

ー

シ

ュ

イ

家
の

子

孫
で

あ
る

ー
.

W
.

｢
.

C
r

買
S

F
P

y
-

W
･

C
r

冨
1

∽

訂
y

の

手
許
に

保
存
さ

れ

て

い

た

が
､

ウ
ェ

ー

ル

ズ

国
立

図
書
館

冨
巨
｡

邑
｡

菅
P
H

y

｡

芸
1

巴
e

諾
移
転
さ
れ

た

こ

と
に

よ

り
､

研
究
者
が

利
用
可
能
と

な
っ

た

史
料
で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で

､

一

九
世
紀
中
葉
の

イ

ギ
リ

ス

製
鉄
業
ほ

文
字
通
り

｢

せ
界
の

製
鉄
所
+

と

し
て

繁
栄
し

た
が

､

そ
の

中
で

も

商
ウ

ェ

ー

ル

ズ

の

タ

ロ

ー

シ
ェ

イ

家
は

イ

ギ

リ
ス

屈
指
の

大
製
鉄
業
着
で

あ

り
､

往
時
｢

製
鉄
王
+

と

称
さ

れ
て

い

た
｡

カ

グ
ア

ー

ス

プ
ァ

文

書
は

､

か

か

る

タ

ロ

ー

シ

ュ

イ

家
の

三

世
代

の

活
動
を

製
鉄
業
の

み

な

ら

ず
証
券
投
資

､

土

地

所

有
な

ど
の

広
範
囲
に

亘
っ

て

記
録
し

た

史
料
で

あ

り
､

し
か

も
そ

の

記
録
さ

れ
た

期
間
は

一

八

一

〇
I
七

八

年
ま
で

と

比

較
的
長
期
に

及
ん
で

い

る
｡

従
っ

て
､

当
該
期

の

イ

ギ

リ
ス

経
済
史

､

経
営
史

､

或
は

会
計
史
の

研
究
に

と
っ

て

本
史
料

は

恰
好
の

分
析
素
材
と

言
い

う
る

｡

こ

こ

で

さ

し
あ

た

り

製
鉄
企
業
の

史

粁
に

限
り

二

歪
紀
特
に

前
半
の

個
別
企
業
に

圃
す

る

史
料
の

存
在
状

湖

況
を

可
能
な

範
囲
で

一

瞥
す
る

な

ら
ば

､

現
時
点
に

ま
で

残
さ

れ

た

史
料

､

就
中

､

研
究
者
に

と
っ

て

利
用
可
能
と
い

う

意
味
で

の

残
存
史
料
は

意
外

な

ほ

ど

多
く
は

な
い

と
い

う
こ

と

が

判
る

｡

従
っ

て
､

そ
の

意
味
で

も

本

史
料
は

十
分
な

史
料
的
価
値
を

持
つ

と

言
え
る

の

で

あ

る
｡

さ
て

､

史
料
が

公
に

利
用
可
能
と

な
っ

て

以

讃
)

本
史
料
に

関
し
て

も

若
干
の

研
究
者
が

こ

れ

を

分
析

･

利
用
し

て

き

た
が

､

厳
密
な

史
料
批
判

過
た

本
格
的
研
究
ほ

未
だ

な
お

上

梓
さ

れ

て

い

な
い

と

言
わ

ざ
る

を

得

な
い

｡

特
に

､

会
計
史
的
視
角
か

ら
の

ア

ブ

. ロ

ー

チ

は

な

お

今
後
に

倹
つ

と
こ

ろ
が

多
い

｡

も
と

よ

り
､

本

稿
も

限
ら

れ
た

紙
面
で

は

当
該
史
料
の

全
面
的
分
析
ほ

到
底
期
し

難
く

､

た

だ

史
料
の

ご

く
一

部

-
だ

が

会
計

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

的
に

は

最
も

興
味
深
い

と

思
わ

れ

る

部
分

-
の

基

礎
的
枠
組
を

解
き

明

(

1
)

か

し

て

い

く
こ

と

に

し
た
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｡

因
に
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湾
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和
｢

産
業
革

命
期

南
部

ウ
ェ

ー

ル

ズ

製
鉄
業
の

資
本

調

達
に

関

す
る

一

考
察
+

(

『

三

田

商
学

研

究
』

一

六

1
六

､

昭

和
四

九

年
)

､

同
｢

シ

フ

ア

ー

ス

フ

ァ

製

鉄

所
の

食
計

文

書
(

一

八
一

一

-
一

八

三

四

年
)

の

分

析
試

論
+

(

同

誌
､

一

八

-
三

､

昭

和
五

〇

年
)

｡

(

3
)

以

上
の

研

究
の

う
ち

､

ア

デ

ィ

ス

の

研

究
が

最
も

包

括

的
で

あ

る

が
､

財
務

分

析

を

全

く

欠
い

て

い

る

と

い

う

環

症
を

持
つ

の

に

対

し
､

ル

ポ

ワ

イ
エ

は

全

体
の

趨

勢
と

い

う
点

で

は

問
題

が

な
い

が
､

史
料

分
析
の

細

か

い

点

で

幾
つ

か

の

誤
り

を

犯

し
､

ま

た

そ

の

結

論

的

部

分
に

も

若
干
の

疑

義
が

残
る

｡

一

方
､

工

藤
氏
の

第
二

論

文

は

当

史

料
に

初

め

て

会

計

的

視

角
か

ら

分

析
の

メ

ス

を

入

れ
､

そ
の

意

味
で

貴
重

な

論
文
で

あ

る

が
､

資
本

利

子
の

算
出

等
の

点

に

つ

い

て

幾
ら

か

の

疑
問
の

余

地

を

残

し
て

い

る
｡

そ

れ

ら

は

行

論
の

中
で

自

ず
と

明
ら

か

に

な

ろ

う
｡

(

4
)

本

史
料
は

カ

グ
ア

ー

ス

プ
ァ

に

お

け
る

H
巴
-

の

個

人

勘
定

な

ど

の

タ

ロ

ー

シ

ュ

イ

家
以

外
の

史

料

も

若

干

含
ん

で

い

る
｡

ま

た
､

タ

ロ

ー

シ

ュ

イ

家
に

関

し
て

は

本

史
料
以

外
に

次
の

史
料

が

存
在
す

る

が
､

い

ず
れ

も

未

見
で

あ

る
｡

C

ミ
p
r
t

F

訂

呂
S
S
･

G
-

p

ヨ
○

品
巴
】

R
票
O
r

包

○

琵
c

e
-

A
c

c

O

己
ロ
t

田
0

0

k
s

O
{

C

且
賀
t

已
P

I

岩
口

弓
0
1

打
∽

.

-

3
-

-
-

望
ひ
‥

C

岩
弓
S

F
p

y

E
S

∽
･

已
O

n

m
O

已
F

臣
i

岩

村
O

C

O

昆

○

許
c

e
､

J
e
t

t

e
【

切
0

0
打

○
{

カ
ー
c

F

賀
d

C
【

P

弓
S

F

P
y
-

-
‥

蒜
恥

-
-

3
㌣

Ⅱ

本

史
料
の

全
貌
に

つ

い

て

は
､

ア

デ
ィ

ス

『

タ

ロ

ー

シ
ェ

イ

王

朝
』

の

文
献
目
録
に

記
載
さ

れ

て

い

る

の

で
､

こ

こ

で

は
マ

イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム

で

取

寄
せ
る

こ

と

が

で

き

た

史
料
(

約
二

八

〇
〇
コ

マ

)

の

う
ち

､

書
簡
類

(

J
2

t
t
e

【

址
0

0

訂
.

-

00

旨

-
山

¢
.

田
○

帥

N
.

-

00

N

叫

t

O

い

占

を

除
い

た

財

務

関
係
史
料
(

約
二

千
コ

マ

)

に

つ

い

て

解
説
し

た
い

｡

財
務
関
係
史
料

は
､

概
ね

次
の

三

つ

の

部
分
に

収
録
さ

れ
て

い

る
｡

第
一

は

U
O

舛

-

N
､

第
二

は

四
じ

粥

-

阜
､

第
三
は

元

帳

J
e

倉
e

【

で

あ
る

｡

以

上
の

史
料
は

更

に

細
か

く

見
れ
ば

次
の

よ

う
な

内
容
と

期
間
を

も
っ

た

史
料
を

含
ん
で

い

る
｡

(

但
し

､

主
要
史
料
の

み

を

掲
げ
て

お

く
｡

)

-
一

U
O

H

-

N

ロ
コ

p

ロ
C

訂
-

七
山

匂
e

詔

-
)

C

且
p

r
t

巳
P

I

r

O
ロ

弓
○
【

打
s

B

已
巴
岩
0

∽

F
e

e
t

s

､

-

竺
○

-
設

.

-

00

竜

一
怠

.

-

∞

治
Y

･

(

○
ユ
g

i

n

巴

T
i

t
-

e

四
‥

:

出

巴
巴
岩
e
S

:

∴
■

田

已
m

5
C

e

こ
)

勺
r

O

P
t

紆

｢
○

琵

A
c

c

O

亡

n
t

∽
.

-

∞

-

-

-
い

h
､

-

∞

竜

一
忘
.

-

巴
¢

､

-

∞

か

h

-
票
.

(

○
ユ

巴
口

巴

T
l･E
e

s
‥

:

巧

言
空

知

J
O
S
∽

こ
)

N
)

H
キ
弓
2 .

コ

+

弓
じ

詩
s

.

C

ど
n

b
r

訂

邑

+

卓
U

r

打
s

.

句
O
r

e

毘

W
O

r

打
s

出
巴
P

n
C

e

S

F
e

e
t

s
.

勺
ウ
U

P
t

紆

｢
O
S
∽

A
c

c

O
亡

已
∽

.

と

勺
ユ
く

邑
e

J
①

d
粥
e

【

ノ

≦
-

-

訂

m

C

昌

宏
F
p

y

H

.

【

記
00

-
窒
一

(

○
ユ

巴
口

已

ゴ
t
-

e
s

‖

:

+

5
･

〓
訂
ヨ

C
r

p

弓

旨
p

q

E
s

β

2
r

①

呂.

g
C

O

亡

已

ま
t

F

ノ

5
≡
P

m

C

岩
弓
巴
-

p

七

紆

∽
○

ロ
S

こ
)

W
i

亡
ト

a

ヨ

C
【

P

弓
S

F
p

y

H

I
.

-

芝
山

-
笥
二
〇
ユ
g

i

ロ

巴

丁
芹
-
e

s
‥

:

W
i
･

-

-
i

P

m
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ト

p

弓
S

F
P

y

E

ぷ
2
岩
て

…
‥
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1

勺
ユ
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p

t
O

r
e

倉
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【

邑

C

思
P

ユ
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{
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)

土

冒
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p
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-
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(
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h
)

:
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邑
m
P
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巴
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訂
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賀
t
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a
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r

弓
巴
n

W
O
【

打
の

.

句
○

岩
S

t

W
O
H

打
00

､

C
i

n
･

d
e

ユ
O
r

d

W
0
1

打
s

‥

C

監
F

､

G
0

0

良

W
≡

A
c

0

0
ロ

ロ
t

､

H

n
t

O

岩
賢

胃
C

O

戸
ロ
t

､

河
e

n
t

A
c
c

O
∈

n
t

-

H
O

岳
e

E
如

勺
2

日
C
O

四

(

s

且
.

G
e

苧

e
r

已

E
H
p
e

n
C
e

S

(

乳
c
)

.

S
t

P

E
2

､

G
P

a
e

ロ
‥

H
e

ロ
S

O
-

E

毘
監
e

.

く
巴
n
O

【

E
s

t

p
t

e
s

.

J
p

n
a

p
t

r
a

n
〔

F
き

C
p

く
e

蒜
F
P

m

E
s
t

邑
e

.

C
P

く
e

諾
F
p

日

句
p
【

m
S
い

e

t

C
.

と
こ

ろ
で

､

タ

ロ

ー

シ

ュ

イ

家
は

最
初
に

製
鉄
業
に

携
わ
っ

た
リ

チ

ャ

ー

ド

(

-

ご
心

-
-

空
○

)

を

嘱

失
と

し

て
､

ウ
ィ

リ

ア

ム

一

世
(

-

宗
谷

-

-

巴

占
､

同
二

世
(

-

諾
00

-
-

∞

笥
)

､

ロ

バ

ー

ト

(

-

竺
叫

-
3
)

の

四

世

代
を

数
え
る

が
､

本
史
料
は

リ

チ

ャ

ー

ド

を

除
く

三

世

代
を

主
な

対

象
と

一し
て

い

る
｡

従
っ

て
､

彼
ら

が

経
営
権
を

保
持
し

た

時
期
を

一

八
一

〇
-

三

四
､

三

五

-
六

七
､

六

八

+
七

九
年
と

す
れ

ば
､

上

述
の

史
料

､

Ⅰ
､

Ⅱ
､

Ⅲ

は

そ
れ

ぞ
れ

ウ
ィ

リ

ア

ム

一

世
､

ロ

バ

ー

ト
､

ウ
ィ

リ

ア
ム

二

せ

の

経
営
活
動
を

記
録
し
た

こ

と

に

な

る
｡

し
か

し
､

こ

れ

ら

の

史
料
の

す

似

べ

て

に

触
れ

る
こ

と

は

不

可
能
な
の

で
､

こ

れ

ら
の

中
で

最
も

錯
綜
し

た

構
造
を

持
つ

一

八
一

〇
-
三

四

年
の

ウ
ィ

リ

ア

ム

一

世
の

経
営
期
に

お

け

る

貸
借
対

照
表

､

損
益

計
算
書
(

以

下
､

対

照
表

､

計
算
書
と

略
す
)

に

分
析
の

焦
点
を

絞
り

､

当
時
の

損
益
計
算
の

実
態
を

明
ら

か
に

し

た
い

｡

Ⅲ

こ

こ

で

は

さ

し

あ

た

り

標
準
的
と

み

な
し

う
る

一

八
二

三

年
の

対
照
表

及
び

計
算
書
を

取
上

げ
る

こ

と

に

す
る

｡

〔

対
照
表

〕

ま

ず
､

対

照
表
の

形
式

的
側
面
に

つ

い

て

述
べ

れ

ば
､

そ

れ

は

｢

報
告
式
+

で

は

な

く
､

左

右
が

借

方
､

貸

方
に

分
れ

た

｢

勘
定

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

式
+

の

対
照
表
で

あ

り
､

し

か

も

借
方
に

資
本

･

負
債

､

貸
方
に

資
産
を

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

配
置
す
る
い

わ

ゆ
る

｢

イ

ギ

リ

ス

式
+

で

は

な

く
､

借
方
に

資
産

､

貸
方

に

資
本

･

負
債
を

置
く

｢

大

陸
式
+

を

採
用
し
て

い

た
｡

更
に

､

資
産
配

列
は

｢

流
動
性
配
列
法
+

や

｢

固
定
性
配
列
法
+

な

ど

の

近

代
的
方

法
で

は

な

く
､

恐
ら
く

元

帳
乃
至
は

そ
れ

に

類
似
し

た

帳

簿
の

｢

頁
+

勺
○

〓
○

順
に

上
か

ら

配
列
さ

れ

て

い

た
｡

ま
た

､

決
算
日

は

や

や

異
な
っ

て

い

る

が
､

表
Ⅰ

に

見
ら

れ

る

通
り

､

概
し
て

三

月
末
で

あ

り
､

一

年
に

二

回

決

算
を

行
っ

た

年
も

あ

る

が
､

お

し
な
べ

て

年
次

決
算
す
な

わ

ち

年
度
毎
の

期
間
損
益
計
算
が

行
わ

れ
て

い

た
｡

次
に

､

本
史
料
の

対

照
表

､

計
算
書

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

に

お

け
る

最
も

大
き

な

特
徴
と

し
て

､

同
年
同
月
同
日
に

二

種
類
の

対

脆

表
が

作
成
さ

れ

て

い

た

と
い

う
事
実
を

指
摘
し

う
る

｡

何
故

､

同
年
同
月

同
日

に

二

種
類
の

対

照
表
が

作
成
さ

れ

た

の

か
､

ま
た

そ

れ

ら

は

ど

の

よ

ぅ
な

関
連
に

立
っ

て

い

た
の

か
､

直
ち

に

こ

れ

ら
の

疑
問
が

浮
ぶ
.が

､

以
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表 Ⅱ 貸借対 照 表, 損益 計算書 の 実例 ( 単位 : £ s .d .)

D r B a la n c e s 2 9 t b M a∫C b 1 8 2 3 C r

F o li o

I P r e m i s e s

2 D o a t C a r diff

3 W C

5 W C J r

4 4 J n o 虹 o r
g

a n

8 2 3 () 7
.
1 4 . 0

2 0 0 0 . 0 . 0

3 9 . 8 . 7

1 3 9 . 0
.

6

9 . 5 . 5

2 0 6 7 48 , 1 3 .
0

F oli o

P L W C

P L W C J 11 n r

1 6 P a d e & C o

1 4 3 13 0
.
7

.
1 0

4 0 0 0
.
0

.
0

9 3 0 0 . 1 9 . 5

B al a n c e 5 5 3 4 5 . 1 0 . 2

2 0 6 7 48 . 1 3 . 0

D r I∋al a n c e s 2 9 t b 九･I a r c b l 名2 3 C r

F o li o

I P r e m is e s

2 D o at C a r d if【

4 4 J n o M o rg a n

8 0 3 0 0 .
0

.
0

2 0 0 0 . 0 .
0

9
.
5

.
5

2 0 4 5 ( ) 2
.

9 .1 1

F olio

P L W m C r a w sIl a
ア

1 6 6 4 8 5 . 1 5 . 9

P L W m C r a w s b a y J l力 1r 1 3 8 0 3 ･ 1 9 ･ 2

1 6 P a ri e & C o 9 3 0 0 . 1 9 . 5

2 0 4 5 6 2 . 9 . 1 1

D r P r o 丘t & L o s s 29 t h M a r c h 1 8 2 3 C r

F oli o

2 3 1 I n t e r e st a c c o 吐n t

2 4 4 R e n t D o

2 4 5 S al a d e s

2 9 0 G l m
p

O W d e r a c c o u n t

3 1 2 C o I n m O n C b a r
g

e s

3 2 6 S 血o
p

a c c o l 皿 t

3 2 8 R e血 血
唱

f 11 m a C e S

B ala n c e

4 8 9 1 4 . 2 . 4

F oli o

7 2 C l a
y

a c c o u n t

2 8 8 F a m

6 7 . 1 0 . 5

1 6 0 . 4 . 6

3 1 4 B a r 止 0 皿 1 0 3 3 7 . 1 .
4

3 3 5 B 】a st IT u 皿 a C e S 1 3 8 1 7 . 1 2 . 3

3 6 1 C o al a c ( ) O 11 n t 47 ( ) 3 . 2 . 8

4 8 9 1 も 2
.
4

D r P r o 丘t & L o s s 2 9 t h M a f C b 1 8 2 3 C r

F o li o

I P r e m i s e s

2 3 1 b t e r e st a c c o l m t

2 4 4 R e n t D o

2 4 5 S a l a d e s

2 9 0 G l m
p
O W d e f a C C O n n t

3 1 2 C o Ⅱ1 m O n C b a r g e s

3 2 6 S b o p a c c o l m t

3 2 8 R e 血 血唱 王u m a c 6

P L W m C r a w s b a y l

P L W m C r a w s b a y J 11 n r

48 9 1 4 . 2 . 4

F oli o

7 2 C l a y a c c o n n t

2 8 8 F a m s

6 7 . 1 0 . 5

1 6 0 . 4 . 6

3 1 4 B a f I r o n l O 3 3 7 . 1 . ヰ

3 3 5 B l a st F l l m a C e S 1 3 8 1 7
.
1 2

.
3

3 6 1 C o al a c (: O q n t 4 7 6 3
.

2
.
8

4 8 9 1 4
.
2

.
4

7 0 ∂

表 Ⅰ対 照 表 ,

計 算書 の 日付

日

3 0

3 0

3 0

3 1

31

3 1

3 0

3 1

2

1 0

2 7

2 5

3 1

3 0

2 9

2 7

2 6

2 5

3 1

2 9

2 8

2 7

2 6

3 1

3 0

2 9

2 8

●

Ù

′

q

∠
U

3

3

3

3

3

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

月

.

1

･

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

15

1 6

1 7

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

年

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

1 8

l

†

､

ノ

†

ゝ

†

一

々
ー

､

〆

与

,

,

㌢

も

.

仙

▼■′



一 橋論叢 第七 十 七 巻 第六 号 ,( 1 0 8)

下
の

叙

述
で

は

こ

の

点
を

明
ら

か

に

す
る

こ

と
が

中
心

的
課
題
と

な

る
｡

さ
て

､

二

種
類
の

対

照
表
を

比

較
す
る

と
､

ま

ず
第

一

に
､

貸
方
下
段

に

臼
巴
P
ロ
C

e

と

い

う
項
目
が

存
在
す

る

対

照
表
と
｢

そ

う
で

な

い

対

照

表
と

を

区

別
す
る
こ

と

が
で

き
る

(

表
Ⅱ

参
照
)
｡

次
い

で
､

二

つ

の

対

照
表
の

資
産
は

一

致
せ

ず
､

出

已

呂
C

e

が

存
在
す
る

対

照
表
の

資
産
の

方

ヽ

ヽ

が

大
き
い

｡

こ

の

資
産
の

差
額
(

恥

N

-

霊

夢
-

d
.

)

は

実
は

借
方

上

段

に

位

置
す

る

耳
e

邑
冨
示

!
言
葉
か

ら

す
れ

ば

土
地

を

含
ん

で

い

る

可

ヽ

ヽ

能
怯
も

あ
る

が
､

一

応
､

設
備

資
産
と

解
し

う
る

-
の

差
額
(

恥

N

0

0

¶

-

倉
･

〇
(

こ

に

ほ

ぼ
一

致
す

る
｡

こ

こ

で
､

こ

の

設
備
資
産
の

差

額
を

設

(

1
)

備
の

損
耗
等
に

よ

る

減
価
と

考
え

る

な

ら

ば
､

償
却

w
ユ
t

O

O

鞄

(

減
価

償
却

､

貸
倒
等
の

控
除
)

が

行
わ
れ

た

こ

と

に

な

り
､

従
っ

て
､

ま

ず
償

却
前
の

資
産
額
が

算
定
さ

れ
､

そ
こ

か

ら

減
価
償
却

費
が

控
除
さ

れ
､

償

却
後
の

資
産
額
が

算
出
さ

れ

た

こ

と

に

な

る
｡

先
に

挙
げ
た

一

八
四

七

-

八

年
の

覚
書

､

及
び

対

照
表
が

二

種
類
存
在
し
た

年
に

は

常
に

出
巴

賀
O

e

を

持
つ

戊
調
表
の

資
産
が

そ

う
で

な
い

対

照
表
の

資
産
よ

り

大
で

あ
る

か
､

又

は

等
し
い

と
い

う
結
果
か

ら
､

こ

の

よ

う
に

償
却
が

行
わ

れ
て

い

た

こ

ヽ

ヽ

ヽ

と

は

確
か

で

あ
ろ

う
｡

そ

れ

故
に

､

二

種
類
の

対
照
表
は

償
却
前
対

庶
表

ヽ

ヽ

ヽ

と

償
却
後
対

照
表
と
い

う
こ

と
に

な
る

｡

一

方
､

一

八
二

三

年
の

場
合

､

資
本
は

貸
方

上

段
の

人

名
項
目
と

推
定
し

う
る

｡

と
い

う
の

は
､

史
料
に

お
い

て

記
号
が

他
の

項
目
と

異
な
っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る
｡

即
ち

:

宅

｡
｡

:

W

｡

盲
r

｡

と

什
→
項
目
ほ

頁
数
で

は

な

く

:

芦
｡

と
い

う
記

号
が

先
頭
に

付
さ

れ

て

い

る
｡

私
見
に

よ
れ

ば
､

こ

れ

ほ

ワ
ト

く

邑
e

L

邑
･

g
e
【

の

略
号
で

は

な
い

か

と

思
わ
れ

る

が
､

そ
の

点
は

一

先
ず
措
く
と

し

て

も
､

人
名

､

金

額
と
い

う
二

点
､

ま
た

タ

ロ

ー

シ
ュ

イ
に

関
す
る

他
の

史

料
及
び

研
究
文
献
か

ら

言
り

て
､

｡

の

二

軍
目
が

資
本
を

指
す
こ

と

は

ま

補

ず
間
違
い

な

か

ろ

う
｡

と

す
れ

ば
､

頁
数
が

付
さ

れ
た

他
の

項
目
ほ

負
債

■

を

意
味
す

る
こ

と

に

な
る

｡

次
に

､

償
却
前
の

資
本
と

償
却
後
の

資
本
と

は

数
倍
が

異
な

っ

て

い

る
｡

こ

こ

で

暫
定
的
に

資
産
差
額
=

償
却
額
と

考

ぇ
､

田
p
-

冒
C
e

か

ら

資
産
差
額
を

引
き

､

そ

れ

を

償
却
前
の

資
本
に

加
え

る

と

償
却
後
の

資
本
に

は
ぼ

一

致
す
る

｡

こ

の

こ

と

は
､

総
利
益

野
訂
ロ
C

O

-
一

八

六

五

-
六

年
の

計
算
書
か

ら

出

巴

呂
C

e

ほ

:

G
r

O
∽
S

H
イ
○

琶
.

と

同
義
で

あ

る
こ

と

が

判
る

1
か

ら

償
却
額
た
る

資
産
差
額
を

引
き

､

ヽ

ヽ

ヽ

純
利
益

と
で

も

呼
び

う
る

額
を

算
出
し

､

そ
れ

を

出
資
額
す
な

わ

ち

償
却

前
資
本
に

加
え

､

償
却
後
資
本
(

=

出
資
金
と

純
利
益
の

合
計
)

が

算
出

さ

れ
る

と
い

う
両

対

照
表
の

相
互

関
係
を

意
味
す
る

｡

(

1
)

『

コ

ー
フ

一

会

計
学

辞

典
』

(

染
谷

恭

次

郎

訳
)

で

は

:

w

註
¢

0

巧
､

を

｢

除
却
+

と

訳

出
し

て

い

る

が
､

通

常
､

｢

除
却
+

と
は

｢

使

用

可

能
期

間
の

途

中
に

お

け

る

用

途

廃

止
に

よ
っ

て

新
し

い

固

定

資

産
と

取

替
え

る

場

合
に

お

い

で
､

旧

資
産
を

取

除

く
こ

と

を

除
却
+

(

神

戸
大

学

会

計
学

研
究

室

編

『

新
会

計

学

辞

典
』

)

と

呼
ぷ

易
合

が

多
く

ー
但
し

､

こ

の

場
合

は

【

e

昏
e

ヨ
Q

已

の

訳

語

と

し

て

で

あ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

る

が

-
従
っ

て
､

誤

解

を

避
け
る

た

め

に

本

稿
で

は
一

応

｢

償

却
+

と

訳

出
す

る

こ

と
に

し

た

い

｡

因
に

､

本

史
料
で

も
:

T
O

W
ユ
t

Q

O

持

P
S

亡

已
0

ニ
ー
＼

-

叫

p

宅
t

O
h

巧
言

邑
∽

e

㌔

と

し
て

:

W
【

旨
0

0

年
-

と
い

う

言

葉
が

実

際
に

使
わ

れ

て

い

た
｡

(

2
)

等

し
い

場
合
は

償
却

額
が

ゼ

ロ

と

考

え

ら
れ

る
｡

(

3
)

直
し

､

こ

の

よ

う

な

:

ヨ
ト

｡

と
い

う

記

号
が

す
べ

て

の

年
度

に

付
さ

れ

て

い

た

訳
で

は

な
い

｡

念
の

た

め
｡
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〔

計
算
書
〕

次
い

で

計
算
書
で

あ
る

が
､

計
算
書
も

対

照
表
と

同

じ

く

勘
定
式
で

あ

り
､

ま

た

決
算
日

は

必

ず
対

照
表
の

決
算
日

と
一

致
し
て

い

る
｡

さ
て

､

一

目

瞭
然
の

如
く

計
算
書
ほ

今
日

の

計
算
書
と

著
し

く

異
な

っ

て

い

る
｡

な

ぜ

な

ら

ば
､

今
日
の

計
算
書
で

ほ

｢

一

会
計
期
間
に

属
す

る

売
上

高
と

売
上

原
価
と

を

記
載
し
て

売
上

総
利
益
を

計
算
し

､

ニ

れ
か

ら

販
売
費
及
び

一

般
管
理

費
を

控
除
し
て

､

当
期
の

営
業
利
益
を

表
示
+

し
､

｢

当
期
純
利
益
は

､

営
業
利
益
に

営
業
外
収
益

を

加

え
､

こ

れ

か

ら

営
業
外
費
用
を

控
除
し

て

表
示
+

(

企
業
会
計
原
則
)

さ

れ

る
｡

し
か

し
､

当
計
算
書
で

は

:

世
p

l

H
r

O

n
こ

:

知
e

P
n
i

n

粥

2
⊇
p

O

e
S

｡

な

ど

の

個
々

ヽ

ヽ

の

部
門

1
一

応
､

製
造
工

程
と

考
え
て

よ

い

-
に

お
い

て

ま

ず
損
益

が

計
算
さ

れ
､

次
に

そ

れ

ら

が

利
益
で

あ
れ

ば

貸
方

に
､

損
失
で

あ

れ
ば

借
方
に

現
れ

､

次
い

で

企
業
全
体
に

と
っ

て

の

費
用
で

あ

る

地

代

河
e

已
､

共
通
費

C
｡

m
m
O

ロ

C
F

実
習

S

な

ど

を

加
え

､

そ
の

上
で

企
業
全
体
と

し

て

の

捻
利
益

出
已

呂
C

e

l
こ

れ

は

必

ず
対

照
表
の

出
已

呂
C

e

の

金
額

と
一

致
し
て

い

る

-
-
を

算
出
し
て

い

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

製
造
工

程
毎

に

損
益

を

計
算
す
る

と

い

う
方

法
は

､

現
代
で

ほ
一

見
奇
異
の

よ

う
に

思

え
る

が
､

リ

ト
ル

ト
ン

､

リ
ー

も
か

か

る

例
を

指
摘
し

て

い

る

こ

と
か

ら

(

1
)

推
考
す
れ

ば
､

当

時
か

な

り
一

般
的
で

あ
っ

た

こ

と

も

あ

り

う
る

｡

因
に

､

製
造
に

直
接
関
わ

る

C
O

已

害
C

O

亡

n
t

.

U

宅
I

r

O

n

な

ど

の

項
目
は

年
度

に

よ
っ

て

借
方

､

貸
方
の

い

ず
れ
に

も

現
れ

る

が
､

地

代
､

共
通
費
な

ど

は

決
し
て

貸
方
に

現
れ

る
こ

と

は

な
い

｡

一

方
､

二

種
類
の

対

照
表
に

対

応
し
て

､

計
算
書
に

お
い

て

も

田
巴
2
岩
e

と
い

う

項
目
を

持
つ

計
算
書

と

持
た

な
い

計
算
書
と

の

二

種
類
が

存
在
し
た

｡

で

は

計
算
書
に

お
い

て
､

対

照
表
に

現
れ

た

償

却
は

如
何
に

し
て

希
わ

れ

た

の

か
｡

表
Ⅱ
か

ら

解
る

よ

う
に

､

出

巴
巴
-

C

e

の

存
在
す
る

計
算
書
に

お

い

て

耳
e

邑
琵
∽

と
い

う

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

項
目
ほ

存
在
し

な
い

が

項
目
ほ

存
在
し

な
い

が
､

U
a
-

甲
ロ

C

e

の

存
在
し

な
い

計
算
書
に

お
い

て

は

ヽ

ヽ

勺

詔
m
小

s
e

s

が

現
れ

､

し
か

も

そ
の

額
は

対
照

表
に

お

け

る

守
e

m
訂
e
s

の

ヽ

ヽ

差
額
と

一

致
し
て

い

る
｡

従
っ

て
､

償
却
を

中
心
に

考
察
す
れ

ば
､

計
算

書
に

お

い

て

も

償
却
前
計
算
書
と

償
却
後
計
算
書
と
が

存
在
し
て

い

た
｡

だ
が

､

両
計
算
書
に

お

け

る

相
違
は

吋
【

e

m
i

切

e
∽

だ

け
で

は

な

く
､

利
子

勘
定
Ⅰ

ロ
t

e
l

e
S

t

P
C

8
年
ロ
t

の

額
も

異
な
っ

て

い

る
｡

筆
者
は
こ

の

償
却

前
利
子

勘
定
と

償
却
後
利
子
勘
定
と

の

金
額
の

相
違
を

次
の

よ

う
に

解
釈

し
た

｡

即
ち

､

償
却
前
利
子
勘
定
ほ

支
払
利
息

､

受
取

利
息
等
の

金
融
勘

定
で

あ

り
､

そ
の

勘
定
が

利
益
で

あ
れ

ば

貸
方

､

損
失
で

あ

れ

ば

借
方
に

記
入
さ

れ

る
｡

事
実

､

償
却
前
利
子
勘
定
は

年
度
に

よ
っ

て

借
方
に

も

貸

方
に

も
1

-
勿
論

､

同
一

年
度
に

両
方
に

存
在
し

た

と
い

う
意
味
で

ほ
な

い

1
現
れ

た
｡

こ

れ

に

反
し
て

､

償
却
後
利
子

勘
定
は

必

ず
借
方
に

記

入
さ

れ

た
｡

こ

の

事
実

､

及
び

後
述
の

事
情
か

ら

推
察
す
る

と
､

償
却
後

利
子

勘
定
は

償
却
前
利
子

勘
定
に

資
本
利
子

F
t

e

岩
S

t

O
ロ

C

p

p
-

t

巴

O
H

呂.
t
e

r

e
S

t

訂
H

C

P

甘
t

已

を

加
え
た

勘
定
と

断
定
し

う
る

｡

換
言
す
れ

ば
､

償
却
後
利
子

勘
定
か

ら

償
却
前
利
子

勘
定
を

引
く
と

資
本
利
子
が

算
出
さ

れ
る

こ

と

に

な

る
｡

例
え

ば
､

一

八
二

三

年
に

ほ

資
本
利
子
は

(

h

∞

○

記

-

ご
.

岩
戸

-
恥

ご
か

ご
r

▲

岩
.
=
)

れ

ご

詮
-

O

s
･

-

岩
･

と

計
算
さ

れ

る
｡

但
し

､

償
却
前
利
子

勘
定
が

貸
方
に

あ
る

場
合
は

そ

の

額
を
マ

イ

ナ
ス

と

考
え

､

マ

イ

ナ
ス

を

引
く
こ

と
､

つ

ま

り

両
利
子

勘
定
を

加
え
る

こ

と

に

ょ
っ

て

資
本
利
子

が

得
ら

れ
る

｡

実
際

､

こ

う
し
て

算
出
さ

れ
た

資
本
利

子
が

ウ
ィ

リ

ア

ム

一

世
の

砲

撃
冗

帳

勺
1

才
賢
e

J
e

倉
e

H

の

資
本
利
子
と

茸
全
に

毒
す
る
こ

と
､

及
び

そ

の

金

額
が

臥
恕
に

対

し
て

正

確
に

五

%

抑
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に

な

る

こ

と

か

ら
､

以
上
の

事
柄
は

篠
証
さ

れ

る
ひ

一

入
二

三

年
の

場
合

､

こ

の

よ

う
に

し
て

算
出
さ

れ

た

資
本
利
子
ほ

一

ペ

ン

ス

の

狂
い

も

な

く

償

却
前
資
本
=

出
資
金
(

れ

【

竜
一

g

ご
r

-

O

d
.

)

の

五

%

に

等
し
い

｡

次
に

､

両
計
算
書
に

お
い

て

相
違
し

て

い

る

項
目
は

償
却
後
計
算
書
に

お

け

る

:

甥
∋

C

岩
W
∽

F

旦
二

.

W
日

々
聖
孟
F
P
y

J

亡
ロ

㌧
-

と

い

う

人

名
勘
定
で

あ
る

｡

当
時

､

資
本
利
子

と

｢

利
潤
+

が

区

別
さ

れ
て

い

た

こ

(

3
)

と

は

周

知
の

こ

と

に

属
す

る

が
､

本
史
料
で

も
か

か

る

人

名
勘
定
は

仮
に

ヽ

ヽ

上

記
の

用
語
を

用
い

る

と

す
れ
ば

､

資
本
利
子
と

区

別
さ
れ

た

利
潤
と

み

(

4
)

,

,

な

し

う
る

｡

従
っ

て
､

カ

グ
ア

ー

ス

プ
ァ

に

お
い

て

も

資
本
利
子
と

利
潤

と

は

区

別

訟
仙

､

し

か

皇
の

区

別
は

当
時
明

ら
か

に

実
質
的
意
義
を

持

っ

て

い

た
｡

と
い

う
の

ほ
､

ウ
ィ

リ

ア

ム

一

世
の

秘
密
元
帳
に

よ

れ

ば
､

不

況
期
に

は

利
潤
が

獲
得
で

き

な
い

年
も

存
在
し
た

が
､

資
本
利
子

は

た

と

え

そ
の

年

度
に

支
払
わ

れ

な

か
っ

た

と

し
て

も
､

業
績
の

好
転
し
た

後

続
の

年
に

支
払
わ

れ

た

か

ら

で

あ

り
､

そ
の

意
味
で

は

言
わ

ば

準
費
用
的

(

6
)

な
､

或
は

｢

累
積
的
+

な

性
椅
を

も
っ

て

い

た
L ｡

更
に

こ

こ

で

注
目
す
べ

ヽ

ヽ

き
こ

と
は

､

以
上

の

勺
岩
m
i

胃
S
､

資
本
利
子

､

利
潤
を

合
計

す

る

と

そ

の

額
は

じ

已

呂
0

｡

の

額
に

完
全
に

一

致
す

る

こ

と
､

並

び
に

資
本
利
子

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

と

利
潤
の

合
計
は

対

照
表
の

純
利
益
(

=

資
本
差
額
)

に

ほ

ぼ

等
し
い

と

い

う
こ

と

で

あ

る
｡

そ
れ

故
に

､

以
下
の

様
な

推
定
が

成
立
つ

｡

計
算
書

の

冶
利
益

u
p
-

a

n
c

e

か

ら

耳
e

邑
琵
の

償
却
額
が

控
除
さ

れ
､

そ
の

ヽ

ヽ

ヽ

残
余
が

純
利
益
と

な

り
､

か

か

る

純
利
益
は

対

照
表
の

純
利
益
と

一

致
す

る

と

共
に

､

更
に

資
本
利
子

と

利
潤
に

分
謝
さ

れ

る
｡

要
す
る

に
､

次
の

よ

う
な
三

段
階
の

利
益

概
念
を

想
定
す
る

こ

と

が

で

き

る
｡

第
一

は

総
利

益

じ
白
-

呂
C

e

=
G

昌
宏

冒
｡

賢
､

第
二

は

拾
利
益
か

ら

償
却
部
分
を

控
除

し
た

純
秋

野
第
三

は

利

警
資
本

警
､

望
の

利
益
概
念
で

あ
る

｡

御

(

1
)

リ

ト

ル

ト

ン

著
､

片

野
一

郎

訳

『

会

計

発

達
史
』

四

六

九

-
七

二

頁
｡

G
･

A
･

｢
e

O

∵
T
F
e

C

O
ロ
C

e

p
t

O
鴇

勺

岩
賢

-

n

甲
-

t
i

s

F

A
c

c

O

亡

已
訂
甲

-

宗
○

-
-

苫
〇

.

-

b
ま

已

慧
訟

故
山
"

き
苺

き
e

訂

き

舛
J
H

〆
-

ミ
h

､

p
･

-

ぎ
･

今
一

つ

付

言

す
れ

ば
､

か

か

る

計

算
書

に

お

い

て

は
､

ノ

ぎ
笥
に

相

当

す
る

言

葉
が

見
当

ら

な
い

こ

と

か

ら

解
る

よ

う
に

!
数

千

名
の

労
働
者

と
い

う

規

模
か

ら

考

え

て
､

S

已

邑
e
s

ほ

明

ら
か

に

賃
金
で

は

な

い

-
原
価

計

算
を

行

う
こ

と

は

で

き

な
い

｡

ヽ

ヽ

(

2
)

た

だ

そ
の

場
合

､

期
首

資
本

に

対

し
て

五

%

な
の

か
､

或
は

一

八
二

三

年
の

よ

う
に

償
却

前
資
本

に

対

し
て

五

%

な
の

か

は

年

度
に

ょ
っ

て

異

な
る

｡

ま

た

か

か

る

方

法

に

よ

っ

て

も

な
お

正

確
に

五

%

に

な

ら

な
い

年
が

こ

れ

ま

で

の

調

査
で

は

三

年
ほ

ど

見
ら

れ

た
｡

(

3
)

大
河

内

暁
男

『

近

代

イ
ギ

リ

ス

経
済

史
研

究
』

昭

和
三

八

年
､

一

七

三

頁
｡

(

4
)

即

ち
､

資
本

利

子
と

は

出

資
の

対

価
で

あ
っ

た
の

に

対

し
､

利

潤
は

出

資
と

は

無

関

係
に

定
め

ら

れ

た

比

率

に

よ
っ

て

分

配
さ

れ
､

ヽ

ヽ

ヽ

通

常
は

経

営

報

酬
と

し

て

の

意

味
を

持
っ

て

い

た
｡

し
か

し
､

カ

グ

ア

ー

ス

プ
ァ

の

場
合
に

は

経
営
に

直

接

携

わ

ら

な
い

者
も

利

潤
を

受

け
る

と
い

う

特

殊
な

状
況

が

存
在
し

た
｡

(

5
)

も
っ

と

も
､

か

か

る

資
本

利

子
の

計
上

は

す
ぺ

て

の

年

度
で

行

わ

れ

て

い

た

訳
で

は

な
い

｡

明

ら
か

に
一

八

二

二

年
を

画

期
と

し

て
､

そ

れ

以

後
一

八

七

〇

年
代
に

至
っ

て

も

な
お

資
本

利

子
の

計

上
が

為

さ

れ

て

い

た

が
､

逆
に

､

一

八
ニ
ー

年
以

前

に

は

資
本

利

子
が

計

上
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､

一

1

-
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∵
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中
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こ

一

r

一

っ･

1

4

一-

( 1 1 1)■研 究 ノ
ー

ト

さ

れ

て

い

な
か

っ

た

こ

と

に

な

る
｡

何

故
一

八
二

二

年
を

画

期
と

し

て
､

そ

れ
以

後
一

貫
し

て

資
本

利

子

が

計

上
さ

れ

た
の

か

と

い

う
こ

と

は
､

残

念
な
が

ら

不

明
で

あ

る
｡

(

6
)

｢

予

定

配
当
に

不

足

す
る

分

を

後
の

期
に

補

填

す
る

条

件
の

も

の

+

(

岩

波

『

経
済
学

辞

典
』

)
｡

(

7
)

第
二

段
階
の

純

利
益

に

相

当

す

る

用

語
は

､

対

照

表
､

計

算
書

に

お

い

て

は

発

見
で

き

な
い

が
､

元

帳
の

Ⅰ

邑
e
r
e

s
t

A
c

c

O

亡

ロ
t

に

お

け

る

I

n
{

0

岩
ロ

t

と

は

実
は

資
本

利

子

と

利

潤
の

合

計
を

意
味

し

て

い

る
｡

従
っ

て
､

本

史

料
に

お

い

て

は

H

已
e

岩
S
{

と

い

う

言

葉

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

が

多
義

的
に

使
用
さ

れ

て

い

る

こ

と

に

注

意
す
る

必

要
が

あ
る

｡

〔

対

照
表
と

計
算
書
の

連
関
〕

さ

て
､

以

上
の

対

照
表
と

計

算

書
と

は

如
何
な

る

連
関
に

あ

り
､

ま

た
､

対

照
表
に

お

け

る

先
の

若
干
の

食
い

違

い

は

ど
の

よ

う
な

理

由
に

よ
っ

て

生

じ

た
の

で

あ

ろ

う
か

｡

こ

こ

で

再
び

対

照
表
に

眼
を

向
け
る

と
､

償
却
前
対

照
表
借
方
に

は

｡

W

C

≡
■

W
C

-

㌧
.

と
い

う
項
目

が

存
在
し
て

い

る

の

に

対

し
､

償
却
後
対

照
表
か

ら

は

そ

れ

ら
が

消
失
し
て

い

る
｡

こ

れ

ら
が

具
体

的
に

は

ど
の

よ

う
な

性
質
の

項
目
で

あ

る
に

せ

よ
､

ウ

ィ

リ

ア

ム

一

世
､

同
二

世
の

カ

グ
ア

ー

ス

プ
ァ

製
鉄
所
に

対

す
る

負
債
(

企
業
に

と
っ

て

は

債
権
)

で

あ
る

こ

と

は

確
か

で

あ

る
｡

そ
こ

で
､

こ

れ

を

出
資
者
負
債
と

名
づ

け
る

な

ら
ば

､

償
却
額

に

こ

の

出
資
者
負
債
(

れ

ー

冨

汐
r

-

P
)

を

加
え

る

と

資
産
差
額
に

等
し

く
な

り
､

従
っ

て
､

班
已
p

ロ
C

O

か

ら

償
却
額
と

出
資
者

負
債
の

合
計
を

引

く

と

資
本
差

額
に

完
全
に

等
し

く
な

る
｡

更
に

､

資
本
差
額
に

出
資
者
負

債
を

加
え

る

と
､

そ

れ
は

計
算
書
に

お

け

る

資
本
利
子
と

利
潤
の

合
計
に

ヽ

ヽ

全
く

一

致
す
る

｡

そ
れ

故
に

､

出
資
者
負
債
を

仮
に

利
益
前
払
金
の

如
き

ヽ

ヽ

ヽ

性
質
の

金

額
と

考
え

､

資
本
利
子
と

利
潤
の

合
計
を

純
利
益
と

す
る

な

ら

ば
､

我
々

は

上

述
の

関
係
を

次
の

よ

う
な

等
式
に

よ
っ

て

捻
括
的
に

表
現

し

う
る

｡

〔

蟹
諸
掛
〕

贅
彗
駄
=

券
彗

駄
(

田
已

賀
〔

e
)

-

頭
皆
(

婆
表
鮒
)

日

参
望
駄
-

婚

馳
触
鎗
＋

正

嫡
軸
妙
薙

:

=

婚
甘
触
鎗
＋

琵

輔
軸
沖

漆

〔

窄
戦
功
〕

苦
彗
駄
=

謬
堂

駄
(

田
巴

呂
諾
)

-

躊
皆
(

学
軸
軸
)

=

婦
沸
彗
叫
＋

彗
議

以

上
の

式
を

基
礎
に

､

対

照
表

､

計
算
書
の

関
係
を

再
整
理

す
れ

ば
､

勿
論
別
の

観
点
か

ら
こ

れ
と

異
な

る

整
理

も

可

能
で

あ
る

が
､

一

応
､

次ヽ

の

よ

う
に

言
い

う
る
で

あ

ろ

う
｡

ま

ず
､

対

照
表

､

計
算
書
に

お
い

て

捻

ヽ

ヽ

利
益
が

決
定
さ

れ
､

総
利
益
か

ら

償
却
額
及
び

資
本
利
子
が

控
除
さ

れ
､

ヽ

ヽ

利
潤
が

導
出
さ

れ
る

が
､

出
資
者
負
債
が

存
在
し
て

い

る

場
合
に

は

そ
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

額
を

資
本
利
子

と

利
潤
の

合
計
す
な

わ

ち

純
利
益
か

ら

引
い

た

額
が

償
却

ヽ

ヽ

ヽ

前
資
本
に

加
え

ら

れ
､

最
終
的
な

企
業
に

対

す
る

金
額
表
示
で

の

持
分

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

つ

ま

り

償
却
後
資
本
が

決
定
さ

れ

る
｡

か

く

し
て

､

当
期
の

純
利
益

､

償

却
額
の

決
定

､

純
利
益
の

導
出

､

及
び

利
潤
と

資
本
利
子
へ

の

分
割

､

更

に

は

個
々

人
へ

の

純
利
益
の

分
配
す
な

わ

ち

期
末
の

個
人

持
分
額
の

確
定

､

こ

れ

ら

の

こ

と

が

そ

れ

ぞ
れ

二

葉
の

対

照

表
､

計
算
書
を

通
じ

て

行
わ

れ

(

1
)

る

の

で

あ

る
｡

な

お
､

か

か

る

持
分
額
の

変
化

､

即
ち

企
業
に

対

す
る

投
資
活
動
を

ど

の

よ

う
に

把
握
し

う
る
か

と

い

う
点
に

つ

い

て
､

今
少
し

詳
言
し

て

お
こ

う
｡

償
却
前
対

照
表
は

あ

く

ま
で

期
末
の

対

照

表
で

あ
る

か

ら
､

同
対

照

▲q
U

表
の

資
本
を

期
首
資
本
と

考
え
る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

一

方
､

当
期
の

期

和



一 橋 論叢 第七 十 七 巻 第 六 号 ( 1 1 2)

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

末
資
本
は

償
却
前
資
本
で

は

な

く
､

償
却
後
資
本
と

考
え

ら

れ
る

｡

そ

こ

で
､

前
期
の

期
末
資
本
す

な

わ

ち

前
期
の

償
却
後
資
本
を

当

期
の

期
首
資

本
と

考
え

る
こ

と
が

妥
当
で

あ
る

｡

そ
の

際
､

期
首

資
本
よ

り

償
却
前
資

本
が

減
少
し

て

い

る

な

ら
ば

､

資
本
の

引
上

が

行
わ

れ

た
こ

と

に

な

り
､

(

2
)

逆
に

､

増
加
し
て

い

る

な

ら
ば

､

追
加
投
資
が

行
わ

れ

た
こ

と

に

な

る
｡

A : 期首 資本( 前期末資本)

B : 期 末出資額(償 却前資本)

C : 引上棟

D : 留保績

E : 純利益

F : 期 末資本( 償 却後資本)

図 l 留保 と 引上

T
A

1

T
B

1
/ 告T

や
D

E

以

下
､

資
本
減
少
(

引
上
)

の

場
合
を

図
式
化
す
れ

ば
､

囲
1

を

得
る

｡

囲
1

が

示

し
て

い

る

こ

と

は

次
の

よ

う
な

事
柄
で

あ

る
｡

も

し

資
本
引
上
が

存
在
し

な
か

っ

た

と

す
れ

ば
､

期
末
に

は

そ
っ

く

り

純
利
益

㈱
だ

け

資
本
が

増
加
し
て

い

な

く
て

は

な

ら

な
い

が
､

し

か

し

そ

う
で

な
い

な

ら

ば
､

企
業
外
部
へ

の

引
上
が

行

わ

れ

た
こ

と
に

な

る
｡

一

方
､

期
首
と

比

較
し

て

期

末
資
本
が

増
加
し
て

い

る

な

ら
ば

､

追
加
投
資
が

存

在
し
た

場
合
を

除
き

､

そ

の

増
加
部
分
は

利
益
か

ら

の

留
保
が

行
わ

れ

た
こ

と

(

3
)

を

意
味
す
る

｡

図
1

で

は
､

㈲
の

純
利
益
の

う
ち

､

㈹
が

引
上

げ

ら

れ
､

J O一7

帥
が

留
保
さ

れ

た

結
果

､

期
首
と

比
べ

て

帥
だ

け

資
本
が

期
末
に

増
大
し

た
｡

因
に

､

的
と

00
が

等
し
い

な

ら
ば

､

■
そ

の

場
合
の

純

利
益
の

再
投
資

率
(

頚
罪
＋

富
里
駄
×

岩
○
)

は

五

〇
%

と

な

る
｡

以

上
の

投
資
活
動
に

つ

い

て

の

史
料

操
作
は

､

元
帳

､

個
人

勘
定
に

お
い

て

も

同
様
に

行
う
こ

と

が

可
能
で

あ

り
､

タ

ロ

ー

シ

ェ

イ
の

経

営
活
動
の

分
析
に

と
っ

て

極
め

て

有
用
な

情
報
を

提
供
す
る

｡

以

上
､

対

照
表

､

計
算
書
の

連
関
に

触
れ
て

き

た
が

､

最
後
に

二
言
す

れ

ば
､

以

上
の

分
析
は

な

お

基
礎
的
分
析
と

言
わ

ざ
る

を

え

な
い

｡

と
い

う
の

も
､

右
の

数
式
化
し
た

原
則
の

み
で

は

ど

う
し
て

も

解
明
し

え

な
い

年
度
が

若
干
残
存
し

た

か

ら

で

あ

る
｡

例
え
ば

､

本
来
償
却
額
は

対

照
表

と

計
算
書
で

一

致
す
ぺ

き

で

あ

る
に

■
も
か

か

わ

ら

ず
､

一

致
し

な
い

年
が

存
在
し
た

と

い

う
事
実
を

ど
の

よ

う
に

解
釈
す
べ

き

な
の

か
｡

筆

者
が

上

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

述
の

式
に

お
い

て

殊
更

償
却
(

対

照
表
)

､

償
却
(

計
算
書
)

と

書
い

た

所
以
で

あ
る

｡

こ

の

よ

う
な

場
合
に

ほ
､

本
来
整
合
的
で

あ

る
べ

き

対

照

表
と

計
算
書
と

が

そ

う
し

た

対

応
関
係
に

な
い

と
い

う
奇
妙
な

事
態
が

生

じ
る

｡

現
時
点
で

は
､

四

枚
の

対

照
表

･

計
算
書
が

す
べ

て

残
存
し
て

い

る

年
度
に

つ

い

て
､

対

照
表
に

ほ

対

照
表
の

式
､

計
算
書
に

は

計
算
書
町

(

1
)

式
が

そ

れ

ぞ

れ

成
立
つ

こ

と

を

確
認
し

え

た

が
､

両
者
の

整
合
性
に

つ

い

て

は

な

お

上

述
の

原
則
的
関
係
が

成
立

し

え

な
い

年

-
つ

ま

り

償
却
額

ヽ

ヽ

ヽ

が
一

致
し

な
い

た

め
に

対

照
表
と

計
算
書
の

純
利

益
が

一

致

し

な

い

年

-
が

残
ら

ぎ
る

を

え
な

か
っ

た
｡

そ

れ

ら
に

つ

い

て
､

各
年
度
の

個
々

の

項
目
を

残
ら

ず
調
査
し

た

結
果

､

史
料
解
釈
と
い

う
面
で

は

も

は

や

こ

れ

以

上
の

原
則
を

樹
て

る

こ

と

ほ
で

き

ず
､

史
料
自
体
が

不

整
合
の

状
態

～
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叶
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タ

･

ヤ
ー

】

に

あ

る

の

で

は

な
い

か

と

考
え

る

に

至
っ

た
｡

と

は

い

え
､

対

照

表
と

計

算
書
の

各
項
目
の

真
数
及
び

じ

已

賀
C

e

の

額
は

必

ず
.一

致
し

て

い

る

こ

と

か

ら

し

て

も
､

こ

の

点
の

解
明
は

今
後
の

研
究
に

倹
た

ね

ば

な

ら

な
い

が
､

こ

の

問
題
以

外
に

も

減
価
償
却
の

問
題

､

或
は

損
益
計
算
に

お

け

る

損
失
処
理

の

問
題
即
ち

損
失
が

生

じ

た

場
合

､

年
度
に

よ
っ

て

異
な
っ

た

方
法
が

用
い

ら

れ
､

処
理
さ

れ

た

と
い

う

問
題
の

検
討
と

も

合
せ

､

本
史

料
の

よ

り

完
全
な

分
析
に

は

な

お
一

層
の

考

究
が

必

要
と

さ

れ

て

い

る
の

で

あ

る
｡

(

1
)

以
上

の

過

程
は

基

本

的
に

は

次
の

指
摘

と

合

致

す

る
｡

｢

常
時

の

英
国
の

用

語

慣

習

と

し
て

『

利

益
に

封
應

さ

せ

る

冨
t

由

示
已
ロ
∽

t

p

岩
P
什

』

ま

た

ほ

『

利

益
か

ら

分
離

す
る

∽

2
t

冨
i

仁

〔

s
i

c

〕

0
1

S
2

t

P

勺
P

r
t

冒
O

m
p

岩
】

ぎ
』

が

使
用

さ

れ
て

い

た
｡

即
ち

償
却
前

利

益

を

山

昇
足

し
､

し
る

る

〔

原
文

の

ま

ま
〕

の

ち
に

ほ

純

利

益
を

確

定

す

る

計
算
を
お

こ

な
つ

て

い

た

の

で

あ

る
+

(

高
寺

貞
男

｢

英
国

税
務

会

計
に

お

け
る

減

価
償
却
の

生

成
･

確
立

過

雇

H
+

『

経

済

論

叢
』

七

五

の

五
､

三

七

頁
註
㈱
)

｡

(

2
)

こ

の

場
合
の

追

加

投
資
と
は

､

利
益

の

再
投

資
と

区

別

さ

れ

た
､

利

益
以

外
か

ら

の

企
業
へ

の

投

資
を

意
味
す
る

が
､

実
際

に

は

そ

れ

ほ

ど

重

要
な
も

の

で

ほ

な
い

｡

(

3
)

と
い

う
の

も
､

利

益

ほ

期

間

中

継
続
的
に

発
生

し

て

い

る
一

方
､

引
上

は

期

間

中
の

い

つ

行

わ

れ

た
か

､

史
料
か

ら

は

定

か

で

は

な
い

｡

だ
が

､

両

対

照

表
の

問

に

引

上
が

行

わ
れ

た

の

で

ほ

な
い

と
い

う
こ

と
は

明

白
で

あ

る
｡

(

4
)

史

料

自

体
に

お

け

る

計

算
､

､

､

ス

を
二

例
ほ

ど

発
見
し

た
｡

付

記

史

料
解

釈
に

お

い

て

貴
重

な

御
教
示

を

頂
い

た

藤
津

清

治
､

安

藤
英
義
両
先

生

に

感

謝
し

ま

す
｡

だ

が

勿

論
､

あ

り

う
･
ぺ

き
一

切

の

誤

謬
は

筆

者
の

真
に

帰
せ

ら

れ

る
ぺ

き
で

あ
る
｡

(

一

橋
大

学

大

学
院

博
士

課

程
)

( 1 1 3) 研 究 ノ ー ト
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